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・安全性を定期的に確認してぃます

・健康被害が起きたときは
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子宮けいがんは、子宮のけい部という子宮の出口に近い部分にtきるがんてす。
し

子宮けいがんは、若い世代の女性のがんの中t多くを占めるがんtす。

日本tは毎年、約 1.1万人の女性がかかる病気t、さらに毎年、約2,800人の女性が亡くなっています。
がんU゛さ、

患者さんは20歳代から増え始めて、
30歳代まtにがんの沼嫉t子宮を失うてしまう(娃徐て、きなくなうてしまう)人も、毎年、約1,200人います。
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子官けいがんと新たに診断きれた人の数住016年)

'いせき U ■'ん

10-

19歳
20-

29歳
30-

39歳
40-

的歳

<一生のうち子宮けいがんになる人>

1万人あたり132人

50-

59歳
60-

69歳
70-

79歳
80・

的歳
90-

"歳

2クラスに 1人くらい

1クラス約35人の女子クラスとして換

りこれってビのくらい?

出典国立がん研究センターがん情報サーピス 2015年全国推計値に基づく累積櫂患りスク、2017年累 死亡りスクより

<子宮けいがんて、亡くなる人>

1万人あたり30人

^

けい部

ノ
^

かんさん

J-

子宮

10クラスに 1人くらい



子宮けいがんの原因は、長らく明らかになうてぃませんtしたが、

1982年、ドイツのハラルド・'ソア・ハウゼン氏により、

子宮けいがんのほとんビがヒトパピローマウイルス(HPV)というウィルスの感染t生じる二とが発見されました

同氏は、この功績により2008年ノーベル医学生理学を授与されました。

HPVには200種類以上のタイプ('伝子型)があり、

子宮けいがんの原因となるタイプが少なくヒも15種類あることが分かうてぃます。

HPVに感染しても、すぐにがんになるわけイはなく、いくつかの段階があります。

いτんしがた

正常 ①HPVの感染"

正常な子宮けい部の
き、1ιr,

細胞にHPVが感染する.

じ.1

②HPVの持続感染

一郁の人でHPVがなくならず、

ずっと感染した状態になる

※HPV感染は、主に性的接触にようて起こります.一生のうちに何度も起こりえます。

ほとんどは

自然に消えます→(①へ)

ヒトハビローマ
ウイルス感染

3前がん病変(異形成)

がんになる手前の

状態になる

老,電,よく

子宮けいがんは、早期に発見し手術等の治療を受ければ、

多くの場合、命を落とさず治すことがて、きる病気イす。

進んだ前がん病変(異形成)や子宮けいがんの段階t見つかると、

手術が必要になります。

病状によって手術の方法は異なりますが、
にんしん

子宮の一部を切り取ることて、、妊娠したときに早産のりスクが高まった

子宮を失うことt妊娠tきなくなうたりすることがあります。

いⅡ1 せ、

一部は自然に正常に戻ることがあります→(①へ)

年~十数年かかって進行

4子宮けいがん

前がん病変から

がんになる

手術などの治療が必要になります

争゛ 啄魚
亀
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HPVワクチンは、2006年に欧呆イ生まれ、使われ始めました。
日本tは、2009年12月にワクチンとしマ承調され、接種が始まりました。

<HPVワクチンを接種した女の子の割合(2018年)>よ

55%アメリカ

83%カナダ

82%イギリス

67%イタリア

31%ドイツ
イギリス、オーストラリアでは100力国以上で 24%フランス兼

接種率約8割公的接種
809"0オーストラリア"

※2017年のデータ

世界保健機関(VVHO)が接種を推奨しており、

現在ては100力国以上t公的な予防接種が行われています。

イギリス、オーストラリアて、は接種率は約8割tす。

U、十(

継続して安心!

いけ、せ、

子宮けいがんに対して私たちがて、きることは、
じ●しん

HPVワクチンの接種ヒ子宮けいがん検診の受診の2つtす。
なるほど!

Point

HPVワクチンt

HPVの感染を予防

:、,

20歳になったら、孑宮けいがんを早期発見するため、
子宮けいがん検診を定期的に受けることが重要tす。

Poin,

子宮けいがん検診て

がんを早く見つけて
古 1」よ,

゛ム療

2

検診ては、前がん病変(異形成)や

子宮けいがんがないかを検査します。

ワクチンを接種していても、していなくても、20歳になったら
2年に1回、必ず子宮けいがん検診を受けて下さい。



HPVワクチンの定期接種の対象者は、小学校6年~高校1年相当の女の子マ、す。

これらの対象者は公費により接種を受けることがtきミす。

現在日本マ'使われているワクチンは2種類(サーバリ、ソクス@、ガーダシル@)あります。
かんかく

間隅をあけて、同じワクチンを合計3回接種します。

接種するワクチンにようて接種のタイミングが異なります。
りょδ, 0ん、、

ビちらを接種するかは、接種する医療機関に相談してください

4

＼
ハ

サーバリックス.

゛

゛

月

'ノ,

,回目

ガーダシル

1か月

之回目

鄭1

HPVワクチンは、子宮けいがんをおこしやすいタイプてあるHPV16型と18型の感染を防ぐことがてきます

その二とにより、子宮けいがんの原因の50~70%を防ぎます剰。

※1 ワクチンで防げるHPV16型と18型が、子宮けいがんの原因の50~70%を占めます。

HPVワクチン(サーバリックス@)の接種により、自然に感染したときの数倍の
じ、

少なくともq.4年維持tきることがこれまtの研究tわかうてぃます粋。

※2 ワクチンの誕生(2006年)以降、期待される効果につぃて研究が続けられてぃます。

海外や日本t行われた疫学調査(集団を対象として病気の発生なビを調べる調査)イは、

HPVワクチンを入することにより、

子宮けいがんの前がん病変を予防する効果が示されてぃます。

また、接種が進んtいる一部の国tは、まだ研究の段階tすが、 1 '
寸

子宮けいがんを予防する効果を示すデータも出てきてぃます。

楽1

※2

6か月

、

1回目から1か月以上あけます.

1回目から5か月以上、

2回目から2か月半以上あけます。

、^

^ 巣3

※4

乳きがく

HPVワクチンの接種を1万人が受けると、受けなけれぱ

子宮けいがんになってぃた約70人和ががんにならなくてすみ、

約20人峯.の命が助かる、と試されてぃます。

※359~86人

※4 14~21人

1回目から1か月以上あけます.

2回目から3か月以上あけます.

の抗体を
二うたい
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HPVワクチン接種後には、

多くの方に、接種部位の痛みや腫れ、赤みなビが起こる二とがあります。
しょうじ'う

まれて、すが、重い症状(重いアレルギー症状、神経系の症状)来が起こることがあります。

ワクチン:サーバリ,、発生頻度

逢霜・発詠・腫箙、疲勢愈 痔痛50V0以上

腫脹、紅垂10~50%末満概走、腹痛、筋痛・関節痛、頭痛など

掻建,出血・不快感、頭痛、発熱~10ツ0未涌じんましん、めまい、発熱など

注射部位の知覚異常、感貴盧、釜身の脱力種話、四肢痛禽春希疲造、腹痛・下'痢1%朱満
サーバリックス喰添付文(第12版)、

疲勢・鞭急盈、失神、筋痛闇節痛血吐など四肢痛、失神、りンパ齢挫など頻度不明 ガーダシル写添付文(第5版)より改編

このように、因果関係があるかビうかわからないものや、接種後短期間t回復した症状を、3、くめて、

HPVワクチン接種後に生じた症状として報告があったのは、接種1万人あたり、約q人tす。
言ぎょらじゅうと(

うち報告した医師や企案が量篤雑と判断した人は、接種1万人あたり、約5人tす邪。

は

主うき'い゛んざい牡、、のうせきずい貞

※2 重篤な症状には、入院相当以上の症状などがふくまれていますが、報告した医師や企業の判断によるため、
必ずしも重篤でないものも重篤として報告されることもあります。

巨A ιfl、

HPVワクチン接種後に生じた症状として報告があった数幅'反応疑い報告制度における報告数)は、企業からの報告では販売開始から、※3

医療機関からの報告では平成22(2010)年11月26日から、令和元(2019)年8月末時点までの報告の合計0
出荷数より推計した接種者数343万人を分母として1万人あたりの瀕盧を算出。

ワクチン:ガータシルX

佳N姦謙顎身
1万人あたり9人

く痛みやしびれ、動かしに<さ、不随意運動についマ>

●ワクチンの接種を受けた後に、広い範囲に広がる痛みや、手足の動かしにくさ、不随意運動(動かモうヒ思うていないのに体の一部が
し」OU'ら

勝手に動いてしまうこヒ)なビを中心とする多様な症状が起きたこヒが報告されていまオ。
が.き

●二の症状は専門家によれぱr機能性身体症状」(何らかの身体症状はあるものの、画像検査や血液検査を受けた結果、モの身体症状に合致
,る異常所見が見つからない状態)t畠ると考えられています゛

こしに'革 6【r'亘っ」'く.

困難、不随運動なビ)、③自律神経等に関オる症状(荏窟鴛、めまV、註蝕障害、月経異常なビ)、④認知機能に関,る症状(記穫害、
学習欲の低下、計算障害、集中力の低下なビ)なビいろいろな症状が報告きれています.

●rHPVワクチン接種後の局所の'痛や不安等が機能性身体症状をおこすき「かけとなうたことは否定イきないが、接種後1か月以上経過
仕毛し'う:んき'紅げ

しτから発症してぃる人は、接種ヒの因果関係を疑う穐拠に乏い、」と専門家によ「τ評価されτいます.

●また、HPVウクチン接種歴のない方においても、HPVワクチン接種後に報告されてぃる症状と同様のr多様な症状」を有オる方が一定数
存在したこと、が明らかヒなうτいます。

●このようなr多様な症状」の報皆を受け、様々な畑査研究が行われτいますが、「ワクチン接種ヒの因果関保がある」ヒいう証明はされていません0

●ワクチンの接種を受けた後や、けがの後なビに原因不明の痛みが続いたことがある方はこれらの状態が起きる可能性が高いヒ考えられて
いるため、接種につぃては医師ヒよく相談しτくた'さい。

号、

^

J
^

うん tう

く卸捺縱ず綴徐b

'、

1万人あたり5人

ず、' 、,

、

＼



接種が原因と証明されてぃなくても、

接種後に起こった健康状態の異常につぃて報告された場合は、

審議会(ワクチンに関する専門家の会議)来において一定期間ごヒι
しと,じょう

報告された症状をもとに、
"、宅(

ワクチンの安全性を継続して確認してぃます。

※ 生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会等

ワクチンを合計3回接種しますが、1回目、2回目に気になる症状が現れた場合は、

2回目以降の接種をやめることが出来ます。

予防接種は、極めてまれマ、すが、接種を受けた方に重い健康被害を生じる場合があります。

HPVワクチンに限らず、すべてのワクチンにつぃて、ワクチン接種によって、
いり',きかA

医療機関tの治療が必要になったり、生活に支障が出るような障害が残るなビの健康被害が生じた場合は、

法律に基づく救済(医療・障害年金等の給付)が受けられます。

^

その際、r厳密な医学的な因果関係まては搬要とせず、
し'じょ

接種後の症状が予防接種にようて起二る之とを否定tきない場合も救済の対象とする」という

日本の従来からの救済制度の基本的な考え方にそうて、救済の善査を美施してぃます。
令和元(20lq)年12月末まtに救済制度の対魚となうた方却は、審査された561人中、342人艇てす。

予防接種による健康被害についてのざ相談は、お住まいの市区町村の予防接種担当部門にお問い合わせください。

い?ぜんぜきかび'.しょ争

※1 ワクチン接種に伴って二般'に起こりえる過敏症など機能性身休症状以外の認定者もふくんだ人数
※2 予防接種法に基づく救済の対象者につぃては、密査した計54人中、28人

独立行政法人医薬品医療機器総合機構法中MDA法)に基づく救済の対象者につぃては、審査した計507人中、314人です。

U がい

筋肉注射という方法の注射イ、うtや太ももに接種します。
(インフルエンザの予防接檀等と比ぺτ、痛みが強いヒ恩じる方もい五オ.)

゛

注射針を刺した直後から、強い痛みやしびれを感じた場合はすぐに医師にお伝えください。
塁んちょう

痛みや緊張等によっマ接種直後に一時的に失神や立ちくらみ等が生じることがあります。

接種後30分程度は安静にしてください。

ひか

接種を受けた日は、はげしい運動は控えましょう。

いりょらきがん

接種後に体調の変化が現れたら、まずは接種を行うた医療機関なビの医師にご相談ください
A ゛゛゛

HPVワクチン接種鴛ド生した症状の診療に係る協力医療機関をお住まいの都道府県ごとに設置しています。
協力医療機関の受診は、接種を行「た医師又はかかりっけの医師にざ相談ください.

J

^



すべてのワクチンの接種には、効果とりスクとがあります。

まずは、子宮けいがんとHPVワクチン、子宮けいがん検診について知うてください

周りの人ヒお話ししてみたり、かかりつけ医なビに相談することもぞきます。

市町村からのこ案内<記載例>

⑦接種場所
市内の契約医療機関(00市ホームヘージ http:ガWVVW.XXXXXXXXXX.1g.jp)

G)接種費用
00円

G)接種に必要なもの
①市民であることを確認できるもの(健康保険証など)

②予診票(契約医療機関又は市町村に備え付けています)

※保護者の署名が必要です

(Σ)お問い合わせ先
00市保健福祉部保健予防課電話 00-0000-0000(午前0時~0時)

HPVワクチンに関する相談先一覧

接種後に、健康に異常があるとき

接を受けた医師・かかりつけの医師、HPVワクチン接種後に生じた症状の診療に関する協力医療機関
楽協力医療機関の受診については、接種を受けた医師又はかかりつけの医師にご相鱗ください

不安や疑問があるとき、困ったことがあるとき

お住まいの都道府県に設された相談窓口

生労働省感染症・予防接種相談窓口

予防接種による催康被害についての補償(救済)に関する相談

お住まいの市区町村の予防接稲担当部門

厚生労働'のホームページでは、

HPVワクチンに関する報をご案内しています。

このご案内は、小学校6年~高校1年相当の女の子やその保、者の方に、

子宮けいがんやHPVワクチンについてよく知っていただくためのものです。

接種をおすすめするお知らせをお送りするのではなく、

希望される方が接種を受けられるよう、みなさまに情報をお届けしています。

令和2(202の年

感症全般についての相談

生労働省子宮けいがん


